
パワハラと誤解されない
部下育成・部下指導の
ポイント
ハラスメント対策力で会社も部下も自分も守る
現代のリーダーに求められるマネジメント力向上セミナー

と　き 令和７年９月５日（金）
１０：００～１７：００

対　象

お申し込み方法

管理・監督者の方
部下をお持ちの全ての上司
後輩等の教育・指導担当者

公益財団法人九州生産性本部

ところ 電気ビル共創館３階カンファレンス
　福岡市中央区渡辺通２丁目１－８２

講　師 LikeU社労士事務所　代表
社会保険労務士
キャリアコンサルタント
　　　　　重久　亜希子 氏

ホームページ内、WEBフォームよりお申し込みください。
お申し込み後、参加証・請求書をメールにてお送りします。参加費は、開催前日までに
お振込みください。
同業の方のご参加、プログラム転用はご遠慮ください。
キャンセル料についてはホームページをご覧ください。

法的知識・事例・取るべきアクションを学び
認知のしくみと伝え方の工夫を知って、グレーゾーンを防ぐ行動に繋げる

管理職に最低限必要な法的知識とアクション
事業主にハラスメント防止措置を講じることが義務付けられ、労災認定基準にセクシュアルハラスメントや
パワーハラスメントが明示されるなど、職場におけるハラスメントは、すでに「当人同士の人間関係のもつ
れ」ではすまされない時代です。
そんな現代のリーダーには、職場におけるハラスメントを「しない、させない、見て見ぬふりをしない」新
たなマネジメント力が求められています。

本セミナーでは、企業で働く人にとって最も基本となるコンプライアンスや労働基準法、労働契約法の
基礎知識に加えて、ハラスメントの知識や最新の動向、ハラスメントが起こる本質的な構造を知り、
多様な価値観を持つメンバーをマネジメントするコツや明日から使える実践的なハラスメント対策をお伝え
していきます。ワークショップや受講者同士の交流も含めて、楽しく実践的に学ぶことができる参加型
のセミナーです。

九州生産性　ハラスメント九州生産性　ハラスメント 検索検索



当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りして
おります。今後、このような経営・教育等の講座案内が一切不要な場合は、左記
に記載の担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡ください。https://qpc.or.jp/

公益財団法人 九州生産性本部（担当：池野）421
〒810-0004 福岡市中央区渡辺通2丁目1－82 電気ビル共創館６階
TEL 092-771-6481  FAX 092-771-6490
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キャリアコンサルタント

重久　亜希子 氏

■略歴・経歴
鹿児島大学　法文学部法学科卒業
大学卒業後、他業種にわたる営業事務、一般職・管理職等を経
験後、40歳にして一念発起し社会保険労務士を目指す。
社会保険労務士事務所へ転職後、実務経験を積みながら3回
目で合格、2017年鹿児島県社会保険労務士会登録。約4年
間の社会保険労務士法人勤務で、約40社(のべ従業員約
1,200名)の労務相談・各種手続き・給与計算等に関与。鹿児
島県労働局雇用環境均等室雇用均等指導員を務める。メンタ
ルヘルスマネジメント検定(ラインケアコース)試験にも合格。
心理学や脳科学の理論と現場で培った経験(多数の相談業
務)を織り交ぜた研修は好評である。

■指導実績
酒造メーカー、地方公務員自主勉強会、社会福祉法人、総合
商社、製造業、海運業など他多数

● 賛助会員企業
２９,７００円（本体価格27,000円 消費税2,700円）

● 未会員企業
４１,８００円（本体価格38,000円 消費税3,800円）

１．オープニング、オリエンテーション【含ワークショップ】
⑴人生100年時代をリーダーのキャリア形成視点で考える

２．コンプライアンスを取り巻く環境の変化
　【含ワークショップ】
⑴コンプライアンスを取り巻く状況とリーダーの心構え
・企業にとってのコンプライアンス
・レピュテーションリスク（SNS炎上等）による企業イメージ
の損失

⑵組織で働くうえで知っておきたい労働契約と労働法
・就業規則やルールを見ていない、知らないでは通らない
・労働基準法・労働契約法について
　（36協定、安全配慮義務、罰則等）

３．ハラスメントの基礎知識と最近の傾向
　【含ワークショップ】
⑴ハラスメントが個人と組織に及ぼす影響を知る
・職場でハラスメントが起きたらどうなる
会社はどうなる？自分が被害者になったら？行為者になっ
たら？
・パワハラが起こると「情報」が上がってこなくなる

⑵ハラスメントの基礎知識と最近の傾向
　（法律上の種類と定義、判例、労災基準等）
・パワハラ・セクハラ・マタハラの定義【チェックリスト】
・判例や厚労省ガイドラインから学ぶ「最新の動向」

４．ハラスメントと誤解されないためにリーダーとして
　どう対応するか【含ワークショップ】
⑴ハラスメントが起きる背景と構造を知る
・思い込み、決めつけなどがもたらす誤解

⑵現代のリーダーが知っておきたい「褒め方」「叱り方」
・「怒る」と「叱る」の違い、部下の受け取りやすさを意識した
伝え方

⑶価値観の違いから生まれるグレーゾーンとその対処法を知る
・「説明しても伝わらない」人の認知の仕組みとその対処法
・明日から現場で使える「言い換え」（リフレーミング）ワーク

⑷現代のリーダーが知っておきたいメンタルヘルス対策
・リーダー自身のメンタルヘルスチェックとその対処法
【チェックリスト】

５．まとめ、クロージング【含ワークショップ】
⑴気づきを生かし今後のアクションプランを策定する

講 座 内 容

講 師 紹 介参 加 費 〈1名につき〉

会場のご案内


